
■目的・狙い ■先生への期待
・①必要な備品の授受
を行い、②名簿を更新
し、③参加者へ開校式
の準備をしてもらうこと

・役割分担した次の作業の実施。①受付、②受渡、③作業
指示、④女子更衣室への誘導
・受付→荷物置場→本堂中央への誘導（自班の整列）

■役割分担
受付
受渡
作業指示
女子更衣室案内

■全体の流れ
・受付 ・受付をする
・荷物置き ・荷物を置き、Tシャツに着替える
・整列 ・本堂で班ごとに並び、座って待つ

■運営上のポイント

■躾のポイント

受付

・受付の混雑・混乱を減らすため、整列とスムーズな作業を促す
・参加者の緊張が解けるよう、積極的な話しかけ

□靴を揃えたか　□帽子を脱いだか　□挨拶　□受付時の整列　□言葉遣い

■受付の配置と手順

名簿 お米

入れ

①受付担当 ②受け渡し担当 ③作業指示担当

参加者

Tシャツ

①受付
✓手指の消毒をすること、参加

者本人が受付へ一列に並ぶ

こと、参加費（封筒から出

す）・保険証・お米の受け渡し

準備をすることを参加者へ伝

える

✓受付時、参加者の氏名を確

認し、大きな声で復唱する（受

け渡し担当へ知らせるため）

✓参加費等を受領し、受付名

簿を更新

手
順

②受け渡し
✓名簿からTシャツの

サイズを参照し、

袋から出しておく

✓ Tシャツ・しおりを参

加者へ渡しながら

班・（班長であるこ

と）を伝える

✓本堂右手の扉を

出て直進し、突き

当りの部屋へ荷

物を置くよう指示

名簿

③作業指示

✓次の4つを参加者へ指示

1. 荷物を自分の班の机付近へ置く

2. しおり・ガムテープへの班と氏名（ひ

らがな）の記入。ガムテープは進呈

したTシャツの左胸に貼り付ける

3. Tシャツに着替える（女子は台所を更

衣室として使う）

4. 8時55分までに、しおり・水筒・軍手・

帽子・汗拭きタオルを持って本堂へ

着席

配
置

保険証

入れ
しおり

ゴミ袋

消毒

薬

＠荷物置場＠本堂

入り口周辺

名簿 ガム

テープ
マジック

参加者の氏名

参加費

・お釣り

入れ



■目的・狙い ■先生への期待
・参加者間で自分の紹
介をし合い、打ち解ける
きっかけとしてもらうこと

・自班の自己紹介の司会進行

■伝達事項
班員へ ・自己紹介では出身地・学年・名前・（お山修行参加の理

由）を班員に向けて大きな声で話して欲しい
・皆の名前を覚えて、「さん」をつけて名前で呼ぼう

班長へ ・期待は次の3つ。①先生からのお願いを確実に班員に伝え
てやってもらう、②班員全員と話し、皆に楽しんでもらえるよう努
める。特に1名で参加している人が輪に入れるように。③必要
に応じて班員へ役割分担

ベテランの班員へ ・班長のフォローをしてあげて欲しい。

■運営上のポイント

■躾のポイント

■目的・狙い ■先生への期待
・①自然体験の楽しさを
知る、②工作を楽しむ

・移動時の引率・竹材等の運搬
・竹を竹材へ加工する際の補助
・子供の安全確保と工作のフォロー

■全体の流れ
①移動 ・帽子・ナイフ・タオル・水筒持参で竹林へ移動
②伐採・加工 ・竹林で竹を伐採し、工作に使えるよう加工
③工作・油抜き ・竹材で工作後、火を焚いて油抜き
④片付け・移動 ・その場を片付け・調理の場へ移動

■伝達事項
班員へ ・ヤマビル等に気を付けて手早く移動する

・竹の伐採時は離れる
・刃物は絶対に振り回さない。刃先を人へ向けない

■運営上のポイント

■躾のポイント

・自由度の高い時間なので、メリハリを大事にする

□聴く態度　□順番を守る　□安全への配慮

・自己紹介は短くなりがち。質問をして話を膨らます
・みんな緊張しているので、明るく話して緊張をほぐしてあげる

□聴く態度

自己紹介

竹工作(1/2)

・安全第一。移動時の転落、工作時の切り傷、焚火の引火（衣服の裾等）に厳重注意



■竹材への加工方法

■工作方法（ハシ）

■工作方法（スプーン）

竹工作(2/2)

上方から下方に半分に割いていく。

ナタやナイフは動かさずに、刃の

半分より先の部分を木の棒で叩く。

①

③

②玉切り 上方

下方

30cm程度の長さになるよう1/3に切断 半割り

1/4～割り

ノコギリで適切な長さに切りそろえ、緑の部分を

残しながら、ナイフでおはしの形を整えていく。

先端に行くほど細くなるように

①②枝払い（先生も）

1m程度の

長さで竹を切断

切断（本照寺）

根本から先端の方向へナタで

枝を払う。難しい場合は剪定バ

サミで切断

⑥ 整形

上方

下方

④節落とし

木の棒などで

節を落とす

丁度良い

太さになる

まで竹を割る

⑤油抜き

焚き火であぶって、

急いで布で拭いて

油抜きをする。

⑤ 切り込み入れ

柄の太さを残して両

サイドから切り込み

を入れる

⑥割りはがし

切り込みと同一線

上にナタをいれる

⑧ 整形

ノコギリで大まかに

形を作って、ナイフ

で形を整える

⑦ 油抜き

焚き火であぶって、

急いで布で拭いて

油抜きをする。


